








































ルスの気相 ･液相の理論であろう(1887年 )｡ これは一種の平均場近似の理論である｡はっき

























































































帝にも述べた通 り,.くり込み群の理論では,-ミル トニアンの形でゆらぎを徐々に取 り込み
漸化式を作 り,,スケール変換の式から臨界指数を求める｡ その際,具体的にくり込み変換式を











thod(比の方法 )やパデ近似 を適用 して,相転移点と臨界指数を求めることがよく行われて
いたが,級数展開を利用する最も初期の方法は,応答関数の逆数の零点を求める方法であった｡
この方法は,オペコフスキー展開に対 しては,久保,小幡,大野によって試みられたし,フィ
































そのような近似列から, 真 の 漸 近 形 を 評 価する必要に迫られる｡そのときにはCAM理論のア
イデアを適用すれば よい o そ れ が 連 分 数 CAM理論である三3)一般には,級数CAMよりも連分
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第3図 ゆちぎの理論の系統図
15.結び
以上,CAMと超有効場理論の概念的な解説を行ったが,実際に応用するには,詳しい定式化
が必要である｡それに関してtj:,原論文1-24)を参照して頂きたい｡
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